
第３号様式

事業提案書

１　本事業の実施について
本事業の実施に当たって、次の項目に係る考え方を示してください（次の項目は例示ですので、内容が具備されていれば適宜変更・追加することも可能です。別紙での記載も可とします）。
なお、提案書の記載に当たっては、審査項目及び審査の視点を満たしていることが分かるように記載してください。また、参考資料がある場合には、適宜添付してください。
（１）全体コンセプト（ビジョン）
【記載内容（想定）】
・応募者が提案する取組の目的・位置付けのほか、取組内容の具体的ニーズ、取組実施の重要性等について記載してください。
・取組内容に係る技術・サービス等の先進性や独自性（従来製品・競合他社が有する製品等との比較など）について記載してください。
・取組内容と石油のみに依存しない新たな技術や素材等の開発との関連性についても分かりやすく示してください。
（２）事業計画
【記載内容（想定）】
・開発、実証実験など、開発完了に向けた一連のスケジュールについて、年度毎四半期に分けて記載してください。
　補足①：初年度は第３四半期（10月～12月）からのスケジュールとしてください。
　補足②：本事業は、開発完了を支援する事業であることを踏まえ、協定期間終了時に開発が完了（特許の取得、ライセンス契約の締結、開発及び商品化に向けた他社との連携）されていることを目標として設定してください。
・開発する素材や製品が想定する機能や仕様を踏まえて、代替となる市場規模を記載してください。
（３）実施体制
　【記載内容（想定）】
　　・各部署の役割を示しつつ、体制図等により記載してください。なお、複数の事業者が本事業を共同で実施する場合は、それぞれの役割分担を明示するとともに、代表企業を記載してください。
（４）事業推進力
　【記載内容（想定）】
　　・応募者が提案する取組と関連する取組を自らが先行的に行っている場合又は過去に行った経験がある場合には、その状況（成果等）を具体的に記載してください。
　　・責任者が十分な経歴や実績等を有しているかを記載してください。


（５）期待される効果
　【記載内容（想定）】
・応募者の取組の結果、期待される代替効果を具体的に記載してください。
　　　代替の対象となる商品、当該商品の市場規模、市場・業界への波及効果、都内企業への受注効果

２　本事業の資金計画（第３号様式-２）
第３号様式-２により記載してください。
なお、記入欄は適宜変更・追加していただいて構いません。

３　その他
以下の内容を記載してください。
・本事業で実施する取組等について、本事業終了後に開発完了から社会実装させるための方策や、現時点で想定される課題等を記載してください。
・本事業終了後の構想（社会実装化がさらに進んだ将来像、目指している未来像）等を記載することも可能です。
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